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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当社グループの主力である「製粉及び食品事業」につきましては、本年４月に外国産小麦の政府売渡価格が 

平均7.1％引き下げられたことにともない、７月11日納品分より小麦粉製品の価格改定を行いました。当第２四半

期の経営成績は、新商品の開発や積極的な提案営業に取組ましたが、小麦粉の販売価格改定等が影響し、売上高は

減少しました。一方、全組織において生産性向上に向けた施策を推進し、需給管理の徹底、効率生産の追求、 

物流費・動力費等の経費削減を行った結果、利益面では前年同期を上回りました。 

「外食事業」の㈱さわやか（当連結対象期間１月～６月）につきましては、販売は概ね順調であり、売上高・ 

利益面ともに前年同期並みとなりました。 

  「運送事業」の日東富士運輸㈱につきましては、採算を重視した受注に注力したこともあり、売上高は前年同期

比減少しましたが、経費の見直しや、燃料代が低水準に推移したことから、利益面は増益となりました。 

 以上の結果、当社グループの第２四半期業績は、売上高239億9千5百万円（前年同期比6.0％減）、経常利益

12億8千2百万円（前年同期比50.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益8億9千3百万円（前年同期比

61.1％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

  当第２四半期末の財政状態は、総資産は投資有価証券の増加等により、前連結会計年度末比3億7千8百万円増

加し438億8千2百万円となりました。純資産は利益剰余金の増加等により前連結会計年度末比8億5千4百万円

増加し、291億4千9百万円となり、自己資本比率は66.3％になりました。 

  また、営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益に減価償却費及び売上債権の増減額等

を加算した額に、たな卸資産の増減額及びその他の流動負債の増減額等を控除し、12億円となりました。 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により△4億3千1百万円となりまし

た。 

  財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額等により△2億7千5百万円となりました。 

  その結果、当第２四半期末の現金及び現金同等物は、73億8百万円となり、前連結会計年度末より4億4百万

円増加しました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年5月6日に公表致しました通期業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （会計方針の変更） 

  （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 Ⅰ 前第２四半期連結累計期間 (自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 22,398 3,051 68 25,518 ― 25,518 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

19 0 1,044 1,064 △1,064 ― 

計 22,417 3,051 1,113 26,582 △1,064 25,518 

セグメント利益 603 70 63 737 5 743 

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間 (自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日) 

  １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 20,817 3,076 101 23,995 ― 23,995 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

5 0 954 960 △960 ― 

計 20,823 3,076 1,056 24,955 △960 23,995 

セグメント利益 992 71 74 1,138 17 1,155 

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントの変更等に関する事項 

（会計方針の変更）に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却

の方法を同様に変更しております。 
なお、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益への影響額は軽微であります。 
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